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ブロックの取り組み 

 
 
 

 
 
 

今年度の活動について 

 

｢福祉ボランティア派遣事業｣の継続と交通費補助 

会長 小川忠夫(18 期) 

「心ふれあいＳＡ吹田」の会員数が昨年度よ

り大幅に減る事もなく、ほぼ昨年並みの会員

数が継続、新規入会によって、確保できた事

は大変喜ばしい事です。活動の基本は多くの

会員の在籍があり、夫々が自分の活動を実践

できる事であると考えています。 

創立２０周年を経て、心ふれあいＳＡ吹田と

なって初めての年、活動の基盤が一応整った

と考えています。今後の課題は、会員一人一

人が何らかの活動に皆が参加する。と言う本

来の姿に一歩でも近づけることであろう。と思

っています。 

今年の活動の目玉は、｢福祉ボランティア

派遣事業｣の継続であると思っています。会員

がボランティア活動を行なうに当たって、少し

でも活動がしやすいように、交通費の一部を

心ふれあいＳＡ吹田で負担する活動です。グ

ループ登録していただき、活動の報告があれ

ば、一人１回２５０円の補助をします。会員であ

れば何方でも登録できます。グループでもい

いし、個人でも結構です。このことにより一人で

も多くの会員の方が、ボランティア活動に参加

され、地域社会の役に立ち充実した時間が持

てれば幸いと思っています。

 

 

 

【ブロック部会について】 

ブロック部会長：沖村史生(19 期) 

”こんにちはごきげんいかがですか”と声

をかけあえる ＳＡ吹田ブロック部会です。 

 2010 年度は、４ブロックとも新しいブロ

ック長さんを迎え心機一転することと思わ

れ期待できます。さて、ブロック部会での

メイン事業である ＳＡ吹田通信の配布で

すが会員の皆様に迅速にお届けできるよう

ブロックに拘らず地域性を考慮し配布をお

願いしている方々の負担を少しでも軽減で

きる様に進めていきたいと思います。 

”ブロック長さん検討よろしくお願いしま

す”次に、2007・8・9年度と実施してきた

アンケート・集会・懇親会・見学会等にお

いて「身近での行事であれば参加したい」

との声があり新しい試みとして意向を踏ま

え各部会（歌体操・おもちゃづくり・国際・

福祉）とタイアップして地域性を考慮、身

近な行事への参加呼びかけをお願いしさら

に会員相互のつながりを一層深め会員参加

の「心ふれあいＳＡ吹田」にと考えます。
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国際交流部会  

   「小学生と外国人の交流授業」年間予定             部会長 田尻駿一郎 （１７期） 

4 月  前年度完了報告   注）府社会福祉基金 

5 月  関係団体への協力要請   

注）大阪大学、関西大学、大阪日本語学校、在住外国人 etc． 

6－7月  今年度補助金交付（？）⇒部会実施 

    外国人を集めて懇親会 

夏休みまでに小学校校長へ実施申し入れ（15 校前後） 

9－2月  外国人、留学生の確保と授業実施 

 
 
 
 
 

福祉部会の取り組み  

                          部会長 三好桂子（13期） 
学校の福祉教育支援のため｢福祉部会｣が

発足してから一年経ち、訪問先の学校では、

孫年代の生徒を相手に活動してきました。 

 福祉教育を考える視点から｢車椅子体験」

「アイマスク体験」｢高齢者疑似体験｣などを取

り入れる学校が多くなってきたようです。生徒

は体験後の感想で｢障がいをもった人の苦労

がわかった｣「アイマスクをして歩き、こわかった。

目の不自由な人はいつもこんな生活だと思っ

た」「これからは障がいを持った人、高齢者に

やさしくしてあげたい」と、各学校共通したもの

がありました。 

 私は、感想のみで終わることのないように日

常生活の中にバリアがあることに気付き、不便

を知り、そこから考えて行動することにつなげ

てほしいと思います。また、人を思いやる優し

い心を育んでほしいと願っています。 

 今年度(２２年度)は既に｢山田東中学校｣｢第

三中学校｣からの依頼が入っています。私たち

は依頼に応えるためにボランティア研修の充

実をはかり、生徒が真剣に取り組んでくれるよ

うに適切なアドバイスが出来るボランティアに

成長したいものです。 

 今年度は、新しい試みとして｢福祉部会｣を中

心に｢各ブロック｣を視野に入れたボランティア

構成を考えていますので、よろしくお願いしま

す。特にブロック長さんには迷惑をおかけしま

すが、ご協力いただきますようにお願いいます。

 

歌体操部会  

                        部会長 加藤昌子（18期） 
今回歌体操部会長をさせて頂くことになりこ

れからの方針・抱負と云う事ですが基本的に

は今までと大きく変わることは無いと思います。

今年は高大1期卒業生4名の方が入会され少

しずつ新しい力が入り力強いかぎりです。 

これから新しいリーダーになって頂くために

この部会でしっかりと練習を重ねて行きたいと

思っています。又、歌体操市民塾とも一体にな

りながらここではイン吹田の先輩の方々にしっ

かりとご指導頂きながら一緒に勉強し、一人で

も多くの新しいリーダーが育つよう努力して行

きたいと思っています。

国際交流部会メンバー募集中！ 

応募条件⇒なにもなし 
得すること⇒給食を食べれます。 
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おもちゃ部会に思う 

       平野 喜美（高大１期） 

  高大のシルバーアドバイザー養成講座（多世代

交流科）を一年間終え、この四月にＳＡ吹田おもち

ゃ部会に入部、特に子ども達と一緒に楽しくお話を

し、いろいろなおもちゃ作りできたらいいな～という

のが第一の目的です。 

高大でのおもちゃ作り、野外活動での草木おもちゃ

等、作品数はわずかではありましたがとても楽しか

ったです。 

おもちゃづくりを通じて自分も向上し地域の皆様の

お役に立てたらとおもちゃづくりの会に入りま

した。5月 4日のこども野外カーニバルのおも

ちゃづくりに初めて参加しました。先輩方の

お手伝いと思っておりましたが、高大一期生

で出展してはどうか進められ八木部長さんの

了解も得て急遽同期生に相談し、自分達で

出来るものを出させていただきました。吹田

おもちゃづくり市民塾、エコおもちゃつくり市

民塾、ＭＵＳの会と、大勢の先輩方と作品の

多さにびっくりしました。何をするにも戸惑う

ばかりですが皆様よろしくご指導下さいます

様お願い致します。 

 ◎ コーナーでのこぼれ話 ◎ 

★ パクパク人形コーナーにて 
母と子どもの会話 ●女の子：ポケモンは黄 
色よね。 
○お母さん：黄色とかで無くピンクとか紫に 
したら面白いのに。 
●女の子：他の色だったら、ポケモンではな 
いでしょ。 
○お母さん：じゃぁ 黄色にしたら。 
★ ミニ風車とこいのぼりコーナーにて  

 出来上がった風車に男の子のこいのぼりをつけてもらった５歳の子 ●“僕スカートを

はいてるのが欲しかったのに”そばにいたお父さんが“ではもう一つお願いしたら？” 
 後日、私の住宅内の公園で近所の母子がよくとぶロケットで遊んでいた。 
お母さんが私の方をみて“このロケットは子どもカーニバルでつくったのよ”“私もその日

手伝いに行ってたのよ”と言うとお母さんは“来年も絶対に行くからね”と子どもと一緒

にロケットを飛ばしていた。              （こぼれ話 誰かさん）
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   吹田市市民公益活動促進補助金申請事業 

プレゼンテ－ション風景 
 5月 16日総合福祉会館 3階保健センターで「心ふれあい
SA吹田」の補助金獲得のため会長自ら発表された。 
 当日は 13団体が応募で最初から女性の雄弁な発表でスタ
ート、小川会長も負けじと発表された。申請の確定は来月。

   
 本年度新役員による初めての役員会 

5月 14日勤労者会館 3階研修室で
役員会が開催された。 
総勢、役員が 30名越すため今までの
総合福祉会館会議室では入りきれず場

所の変更を余儀なくされ今の所メイシ

アターと勤労者会館の部屋を 4 ヶ月先
まで確保している。 

 
編集後記 
 今月号から「心ふれあい SA通信」と表題が変わりました。     編集担当 藤川 

ＳＡ吹田 活動予定 

ＳＡ吹田全般    日 時 内  容 担 当 場   所 

６月 ９日(水) １３３０～１５３０ おもちゃ部会 八木秀雄 北千里小の跡 

６月 11 日（金） １０００～１２００ ＳＡ吹田役員会 総務 吹田勤労者会館 

６月２１日（月） １０００～１２００ 歌体操部会 加藤昌子 メイシアター 

６月３０日（水） ９００～１２００ 印刷／ブロック長部会 広報／ブロック長 亥の子谷ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

おもちゃづくり   日 時 内  容 担 当 場   所 

６月１２日（土） １０００～１２００ おもちゃづくり市民塾 小北月子 北千里公民館 

福祉関係    内  容 担 当 場   所 

6 月 11 日(金) １２：４５～ 高齢者擬似体験 三好桂子 第 3 中学校 

6 月 22 日(火) １３：４５～ 高齢者擬似体験 三好桂子 山田東中学校 

6 月 23 日(水) １３：４５～ 高齢者擬似体験 三好桂子 山田東中学校 

６月 25 日(金) １２：４５～ 高齢者擬似体験 三好桂子 山田東中学校 

６月 28 日(月) １３：４５～ 高齢者擬似体験 三好桂子 山田東中学校 

高齢者ケア      日 時 内  容 担 当 場  所 

６月１２日（土） １４００～１５００ 歌体操 加藤昌子 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ「たんぽぽ」 

６月１８日（金） １４００～１５００ 歌体操 加藤昌子 弘済院第２特養 

６月３０日（水） １４００～１５００ 歌体操 船田弘子 スローライフ千里 

市民塾関係      日 時 内  容 担 当 場   所 

６月 １日(火) １０００～１２００ 歌体操介護予防市民塾 橋本一江 総合福祉会館 

6 月１５日(火） １０００～１２００ 認知症について研修会 橋本一江 総合福祉会館 


